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１．本校の紹介

千代田区立九段中等教育学校
〇東京都内唯一の区立中等教育学校
〇沿革
１９２４年 「第一東京市立中学校」 開校
１９４８年 学制改革により「東京都立九段高校」と改称
２００６年 区立九段中学校と統合し「千代田区立九段中等教育学校」開校

〇男女共学 全校生徒 ９１６人
〇A区（千代田区枠）とB区（都内千代田区以外の枠）から半数ずつ
〇適性検査を経て入学



１．本校の紹介

☆教育目標

「豊かな心」「知の創造」「未来貢献」

☆目指す学校像

「豊かな教養と高い志を身に付けさせる学校」

「リーダーとして創造的・意欲的に行動できる資質や能力

を育成する学校」



１．本校の紹介
☆育てたい生徒像

「自らの意思と責任で判断し、行動する生徒」

「自らの志を見出し、その実現に向けて努力する生徒」

☆教育活動の基本方針

「学ぶ」：確かな学力の向上

「生きる」：キャリア教育の充実

「鍛える」：豊かな人間性の育成



１．本校の紹介

☆特徴的な教育

・「九段探究プラン」

・「九段イングリッシュ」

・「クロスカントリーレース」

・「至大荘行事」



２．本校でのNIE実践 対象生徒

対象生徒：１９回生 １６０人

（令和５年度 中学２年生）

（令和６年度 中学３年生）

※授業実践については、

２１回生（令和６年度 中学１年生）

１８回生（令和６年度 高校１年生）

も対象



３．NIE実践のきっかけ
生徒の課題

・前期課程の生徒は上級学校への受験がない
ために進路意識を持ちにくいところがある。

・また、積極的に語彙を増やして社会や世界
の新たな情報を得ようとする意識は低い。

↓

・幅広い知識と豊富な語彙を得ると共に、多
様なものの見方・考え方に触れるため、新聞
を活用することが有用であると考えた。



４．本校での実践内容
（令和５・６年度）



新聞コーナー（令和５年度）

・NIE勉強会で教えていただいた取り組みを取り入れた。

・新聞の配達が始まった５月から２年生の学年フロアに

有孔ボードを１台配置し、毎日の朝刊１面を掲示。

・大きな事件や生徒に注目してほしい出来事があった際

には記事をスクラップして特集コーナーを設けた。

・学校図書館司書や教科担当者などがおすすめの記事を

貼ってくれることもあった。



新聞コーナー（令和６年度）

・学年フロアが変わり、棚が併設

された掲示コーナーを新聞コー

ナーとして使えるようになった。

・３人ほどで使用できるテーブル

とイスがあり、そこで生徒が

新聞を読んだりスクラップした

りできるようになった。



新聞係（令和５・６年度）
・各クラス２名以上が新聞係と

して、新聞コーナーの管理や

運営を担った。

・令和５年度には、行事に関係

する新聞を作成。クラスメイ

トや先輩へのアンケートを実

施し、一般紙の記事を引用し

て作成にあたった。



新聞日直（令和６年度）
・日直になった際に新聞記事を帰りの

ホームルームにて紹介する取り組み。

・ワークシートの内容

記事のスクラップ

＋

「記事の要約」

「自分の意見・感想」

・総合の「視点」（自分が興味を持

っているテーマ）に合う記事を選択。

日直 新聞スクラップシート 

①日直日 令和 6年（  ）月（  ）日（  ）曜日 日直名（        ） 

②令和（ ）年（ ）月（  ）日（ ）曜日 （      ）新聞（ 朝刊 ・ 夕刊 ） 

③新聞記事貼り付け欄（枠に入らない場合は折って貼る。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④新聞記事の内容 

 

 

 

 

⑤新聞記事に対する感想や意見 

 

 

 

 

 

 

 

☆日直の日の帰りの SHRで発表→掲示 



新聞日直（令和６年度）
【生徒が記入したワークシート】



新聞日直（令和６年度）
・帰りのホームルームまでに作成が間に合わない生徒、

忘れてしまう生徒→翌日も日直継続

・はじめのうちは、感想の内容が薄く、他人事として

捉えていることが明らかなものが目立った。

↓

☆自分の生活と結び付けて考えられるように変化。

☆他の生徒の記事への興味を持つ生徒も増えた。



国語（令和５年度 中学２年生）

光村図書「国語２」「情報社会を生きる」単元
「『自分で考える時間』をもとう」（池上彰）

・「編集」について意識した上で情報を整理して冷静に考

えた上で受け取ることの大切さを述べた文章と関連付け、

同じ事実であっても発信者の意図によって取り上げ方が異

なることの実感を目的とし、５月に３紙の新聞の比べ読み

を行った。



国語（令和５年度 中学２年生）

【比べ読みの方法】
①G７広島サミット最終日翌日の朝刊1面コピーを3紙分
用意。
②隣の列同士が異なる新聞社のものになるよう、１人に
つき１紙ずつ配布。
③生徒は配布された1面コピーを読み、内容のまとめと
感想を記入。
④隣の列の生徒と、記入した内容の共有。他社の新聞と
の比較から気付いたことも共有した。



国語（令和５年度 中学２年生）

【生徒の感想】
・「強調する部分が微妙に違っていることが分かった。」
・「同じことについて書いていても新聞によってフォーカス
する点が異なっているので、色々なところから情報を取り
入れた方がいいと思った。」など

実際の紙面を用いることにより、「編集」の意図や効果
について考えることができた。



国語（令和５年度 中学２年生）

光村図書「国語２」
「聞き上手になろう 質問で思いや考えを引き出す」

＋
総合
「職場体験での学びをインタビューして新聞にまとめよう」

・７月 職場体験
国語の授業内 班内インタビュー
総合の時間 他人の経験・学びを新聞としてまとめる



国語（令和５年度 中学２年生）

【インタビューの方法】
①学級内の生活班（5人）の中でインタビューをする
相手を決める。
②インタビュー相手への質問を考える。
③５人の中で「インタビューを受ける人」「インタ
ビューをする人」「聴衆」を決め、1人5分程度のイン
タビューをする。
役割を順に交代して全員がインタビューをする。



国語（令和５年度）
【生徒が記入したワークシート】



国語（令和５・６年度）

産経新聞社
「かんたん号外くん」を用いた新聞づくり

〇令和５年 中学２年生 俳句新聞

〇令和５年 中学２年生 「走れメロス」新聞

〇令和６年 高校１年生 「児のそら寝」新聞

〇令和６年 中学１年生 「竹取物語」新聞

〇令和６年 中学３年生 「百人一首」新聞



国語（令和５・６年度）
【使用したワークシート】
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用いて、その中
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や表現を工夫で
きるようにした。



国語（令和５・６年度）
【生徒の作品】



国語（令和５・６年度）
【生徒の作品】



国語（令和５・６年度）

【生徒の感想】
・「（『走れメロス』の）文章中で使われている表現が少し
難しく、理解できるまで読み直すのは大変なときもあった
が、充実していて楽しかったです」
・「新聞を書く時に自分の立場を決め、題材についての新聞
をルールに気を付けながら書いていくことが面白かった」

・題材の理解を深めることができた。
・効果的な表現を意識し文章能力向上につながった。
・他学年を受け持つ教員にも取り組みが広がった。



総合（令和５年度）

「九段探究プラン」大使館訪問 事前・事後学習

・１年次「地域を知る」千代田区探訪

２年次「日本を知る・世界を知る」大使館訪問

↑

【事前学習】・日本と社会の問題を新聞で調べた。
【事後学習】・大使館訪問で学んだことをはがき新聞に

まとめた。お世話になった大使館に送付。



総合（令和６年度）
「Kudan Project Based Learning （KPBL）」

・課題解決型学習。興味・関心に応じて「人口・教育・ま

ち・公正・はたらく・環境・食糧・文化」の８つの「視点」

グループに分かれた生徒達が、年に3回のタームで活動。

（千代田区の課題解決、東京都の課題解決、場所を問わない

課題解決）情報収集の段階で新聞を活用。また、前述の新聞

日直の活動でも「視点」を意識。



英語（令和５年度 中学２年生）
・戦争にまつわる話を学ぶ際の単元

では朝日新聞社から無償提供して

いただいた「知る原爆（特別号）」

を配布した。

・必要に応じて、記事の内容を引用

させながら発表活動に取り組ませた。

・世界平和のために行動できる生徒の

育成を目指した。



英語（令和５年度 中学２年生）

・英語合宿（ブリティッシュヒルズ）の事前・事後学習のために

新聞づくりをさせた。

・イギリスにまつわるトピックを４０個準備し、出席番号ごとに

記事内容を変えさせた。

（新聞用紙は理想教育財団による無償提供）



事前学習



作成した新聞



事後学習



作成した英字新聞





英語（令和６年度 中学３年生）
・パラグアイ大使館と読売新聞社を招聘した。

・教科書にある、「記者会見を開こう」の単元に絡めた授業実践に

取り組んだ。

（パラグアイ大使館）

・参事官による「世界で活躍する人材になるために、中学生の私たち

ができること」の講演

（読売新聞社）

・パラグアイ大使館の参事官へのインタビューのしかた

・取材内容を英字新聞へのまとめ方



インタビューのしかた

読売新聞社より伊藤さんを

お招きして、これまでの

ご自身の経験やインタビュー

のコツについて教えていただ

いた。

（例）５W１Hを意識する。

追加の質問をする。



インタビュー
・バスケス参事官にインタビューする。

「学生時代どんなことを頑張っていま

したか？」

「どんな経験をしてきましたか。」

「人生で大事にしていることは

何ですか。」





インタビュー後の新聞づくり
・理想教育財団から新聞用紙をいただいた。

・読売新聞社から英字新聞を提供いただいた。

・伊藤さんのご指導を受けながら、新聞づく

りに取り組んだ。

（例）英字新聞のタイトルが大文字である。

見出しは２つ。



英語（令和６年度 中学３年生）

・オーストラリア海外研修旅行の事前・事後学習のために

新聞づくりをさせた。



事前学習



作成した英字新聞



事後学習
出席番号 指定する話題（テーマ） 

１～ ５ 市内車窓観光での様子（どのようなものを見ることができたか） 

６～１０ ローンパインコアラサンクチュアリでの活動 

１１～１５ 現地校で受けた授業 

１６～２０ 現地校のモーニングティーの時間での様子 

２１～２５ フェアウェルパーティーでの様子 

２６～３０ バディとの交流で思い出に残ったこと 

３１～３５ 現地校でのランチの様子 

３６～４０ ホームステイで心掛けるべきこと 

（自分の経験を踏まえて、２年生に助言する） 

 



作成した英字新聞



英語（令和６年度 中学３年生）

・「チョコレートの歴史」の単元で、チョコレートにまつわる

記事を授業で活用した。（１年以上かけて集めた）

①児童労働、②フェアトレード、③チョコレートの歴史

・チョコレート企業の方をお招きして、企業として児童労働

やフェアトレードにどのように取り組んでいるかを紹介して

いただいた（無償）。



英語（令和６年度 中学３年生）
・戦争にまつわる話を学ぶ際の単元では

朝日新聞社から提供していただいた

「知る沖縄戦（特別号）」を配布した。

・記事の内容を引用、教科書の本文内容

（「かわいそうなゾウ」）、自身の体験を

盛り込ませ、「世界平和のために中学生の

私たちにできること」を主題にした英作文に

取り組ませた。



おわりに

新聞を通した「世界」の意識

・「世界」の流れに目を向ける

・「世界」に対して自分ができることを考える

・文学の「世界」への足がかりとする

・身近にあった表現の「世界」に興味を持つ

このようなことができたのではないかと思い発表タイ
トルにしました



ご清聴いただき
ありがとうございました


	スライド 1: 新聞を通して 　　世界とつながる
	スライド 2: 目次
	スライド 3: １．本校の紹介
	スライド 4: １．本校の紹介
	スライド 5: １．本校の紹介
	スライド 6: １．本校の紹介
	スライド 7: ２．本校でのNIE実践　対象生徒
	スライド 8: ３．NIE実践のきっかけ　 　　　　　　　　　生徒の課題
	スライド 9
	スライド 10: 新聞コーナー（令和５年度）
	スライド 11: 新聞コーナー（令和６年度）
	スライド 12: 新聞係（令和５・６年度）
	スライド 13: 新聞日直（令和６年度）
	スライド 14: 新聞日直（令和６年度）
	スライド 15: 新聞日直（令和６年度）
	スライド 16: 国語（令和５年度　中学２年生）
	スライド 17: 国語（令和５年度　中学２年生）
	スライド 18: 国語（令和５年度　中学２年生）
	スライド 19: 国語（令和５年度　中学２年生）
	スライド 20: 国語（令和５年度　中学２年生）
	スライド 21: 国語（令和５年度）
	スライド 22: 国語（令和５・６年度）
	スライド 23: 国語（令和５・６年度）
	スライド 24: 国語（令和５・６年度）
	スライド 25: 国語（令和５・６年度）
	スライド 26: 国語（令和５・６年度）
	スライド 27: 総合（令和５年度）
	スライド 28: 総合（令和６年度）
	スライド 29: 英語（令和５年度　中学２年生）
	スライド 30: 英語（令和５年度　中学２年生）
	スライド 31: 事前学習
	スライド 32: 作成した新聞
	スライド 33: 事後学習
	スライド 34: 作成した英字新聞
	スライド 35
	スライド 36: 英語（令和６年度　中学３年生）
	スライド 37: インタビューのしかた
	スライド 38: インタビュー
	スライド 39
	スライド 40: インタビュー後の新聞づくり
	スライド 41: 英語（令和６年度　中学３年生）
	スライド 42: 事前学習
	スライド 43: 作成した英字新聞
	スライド 44: 事後学習
	スライド 45: 作成した英字新聞
	スライド 46: 英語（令和６年度　中学３年生）
	スライド 47: 英語（令和６年度　中学３年生）
	スライド 48: おわりに
	スライド 49

